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議題

１：豊川明男様（青山荘入所者様）の処遇について

２：佐藤みつ子様（青風荘入所者様）の処遇について

３：袴田隆祐様（青明舎利用者）の処遇について

１：豊川明男様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　　合併症：なし
<問題点>

①自己臭妄想・緊張状態への対処方法

介入方法

・　口臭が気になる場合の対策として、マスクの着用や口をゆすぐ等の対処を行う。

・　自分で気持ちが落ち着ける場所に移動し休むこと。口をゆすぐなどの対処を自ら行っていただく。

②対人交流（デイケア通所、行事参加について）

介入方法

・　デイケアとの情報交換を行い、趣味など本人の興味のある話題で交流できるような環境を作り、他者交流を促していく。

・　荘内でのＳＳＴにて、「他者への話し掛け方」などをテーマとして挙げ、対人交流の訓練を行っていく。

・　面談・アセスメントにて、本人の状況確認を行い、対人交流での不安・悩みを傾聴。不安・ストレスを溜めないように支援を行う。

・　面談を行うことや話し相手になることで、不安を軽減させる。

・　他職員と連携して、行事参加の促しを行っていく。

・　自己臭が気になる場合の対策として、マスクの着用や口をゆすぐ等の対処を行う。

③保護者様との関係性

介入方法

・　面会時には職員が同席し、本人へのストレスとなる発言に対し仲介を行っていく。

・　本人の生活能力の向上（交通機関利用・掃除・金銭管理など）についての理解が得られるよう、面会の場にて説明を行っていく。

④身体症状・自己解釈に絡めた物品購入・要求を行う

介入方法

・本当に今、必要なものであるか・他のもので代用できないかなど、金銭使途について検討を行っていく。

＜評価＞

まず本人の妄想症状の軽減に向けて、具体的に主治医と話し合った上で支援していく必要がある。

同じ物を複数購入することについては過去の習慣が本人の中にあるものの、日常生活では必要のないことを話していく。

２：佐藤みつ子様（青風荘入所者様）の処遇について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　病名：統合失調症、精神遅滞（ＩＱ45）　　合併症：なし

＜問題点＞

1 身の回りの事（整理整頓）

・　整理整頓が上手く出来ず、苦手である。

・　場所や目的に応じた服装の選択が出来ない。

介入方法

・洗濯については自主的に行なうようになってきており、以前のように声かけを要しなくなっている為、出来てきている事を評価し、本人の自信に繋げて行く。

・掃除や整頓の必要性について説明し、本人が取り組みやすい段取りを本人と話し合い、継続して介入する。

・自発的に行なえない時は訪室して掃除を促す。必要であれば一緒に自室の清掃を行う。

・余暇時間や通所時によそ行きの服装をする為、今はその服装は必要性ない事や外出着に困る事を説明していく。

2 他者との交流

・過度に緊張してしまう

・自ら思っている事を上手く伝えれず、ストレスを溜め込んでしまう。

介入方法

・本人が思っている事を話せたり、ミ－ティングなどで意見を発表出来た時は評価していく。

・緊張のあまりに会話が早口になったり、内容にまとまりが無くなることがある為、見守っている事を伝え、安心感を与える。

・以前よりは集団の場に居る事が見られてきており、短い時間ながらも自ら交流を持たれている為、コミュニケーションを図れる機会を今後も設定し支援する。

・不満や思っている事を話せずにストレスを抱え込んでしまう傾向にある為、定期的に面談の場を設け軽減に努める。

・施設での生活を有意義に過ごせるよう趣味の拡大をしていく。

　

＜評価＞

趣味のぬりえを通して、緊張をほぐしながら他者との交流を図れるよう支援し、現状を維持して行きたい。

３：袴田隆祐様（青明舎利用者）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

＜問題点＞

①病識の欠如、自己評価が高く体調不良を繰り返しているが一般就労できると思っている。

介入方法

明確な目標設定と達成に向けた支援

・短期目標を設定し、段階を踏んで徐々にステップアップを行い振り返り評価を行い本人の自信へと繋げモチベーションを上げる。

・事業所職員から評価をもらい、良くできている事に対しては、担当者の方から本人へ直接伝えてもらう。

・青明舎で事業所訪問を行い、本人の作業の様子を確認する。また、定期的に本人から作業内容や状況についての報告を行い確認・相談・面談を設定する。

・本人へ変化がある場合は、直ぐに関係機関からの情報収集・提供を行い対応する。

②経済的問題や家族のことでの不安から不眠→不調

介入方法

不安や悩みに対しての支援、体調不良時の対応

・相談しやすい環境を作る。

・不安なことや疑問はその都度本人の話を聞き解決していく。

・生活リズムについての大きな乱れがないか本人から話を聞き、変化がある場合に随時対応を行う。

・本人に変化がある場合は主治医、関係機関に情報提供と情報収集を行う。

＜評価＞

体調の変動なく３、４ヵ月継続して就労できるようにしていきたい。今のステップを踏んでから次を考える。また、病識がないため服薬の指導も行っていく必要がある。







